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毎　月　10　日・25日
福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

水巻町にはナイター施設がない－と、ソフトボ

ール愛好者などから要望の強かった夜間照明施設が、

3月26日完成しました。

この施設は、北九州市の白島に建設中の石油貯蔵

施設に伴なう、石油貯蔵施設立地対策等交付金を受

けて設置しました∴総事業費は1千160万円で、この

内、交付金が1千万円と町費160万円です。

設置場所は水巻中学校運動場で、照明柱4基・28

個の投光器を備え、明るさは内野200岩から30膨呈、

外野で100賞の基準にしていますが、内野の明るい所

では800貨芸あります。

このように、かなりの明るさのため周辺の人に迷

惑がかからないよう、①自動的に時間が来ると照明

がついたり消えたりする仕組みになっています。②

また、照明が消えた後も殺虫器はついていますので、

虫が人家に入らないよう配慮いたしております。

これからが本格的なナイターのシーズン。利用者

も増えそうで、町民の健康づくりに大きく貢献する

ことを願っています。

★使用期間　4月1日～10月31日

★使用時間　午後7時～午後9時

★使用料金1時間あたりの使用料

○水巻町民1，000円

○その他　3，000円
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い
ま
や
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
な
ど
と
と
も
に
〝
ク
レ
ジ
ッ
ト
王
国
〟
と

い
わ
れ
る
ほ
ど
利
用
者
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
同
時
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
も
年
々
増
え
て
お
り
、
な
か
で
も
一
度
に
複
数
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
利
用

し
て
、
そ
の
結
果
、
返
済
で
き
な
く
な
る
人
た
ち
、
い
わ
ゆ
る
多
重
・
多
額
債

務
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
裁
判
所
に
自
己
破
産
の
申
し
立
て
を
す
る
人
も
年

々
増
え
、
昭
和
五
十
八
年
は
前
年
の
六
倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
そ
の
場
で
現
金
を
使
わ
ず
に
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

で
き
る
と
い
う
便
利
な
面
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
い
つ
か
は
代
金
を
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
く
れ
ぐ
れ
も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

上
手
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
利
用
し
、
便
利
な
生
活
を
送
る
た
め
に
も
、
ま
ず
正

し
い
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
知
識
を
得
て
、
契
約
に
強
く
な
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
い
っ
て
も
、
月
賦
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
語
に
直
す
と
「
消
費

者
信
用
」
－
－
消
費
者
を
倍
用
し
て
お
金
を

敵
通
し
、
支
払
を
繰
り
延
べ
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。ク

レ
ジ
ッ
ト
を
大
き
く
分
け
る
と
、
次
の

二
つ
に
な
り
ま
す
。

▽
販
売
信
用
…
現
金
が
な
く
て
も
、
商

品
を
先
に
受
け
取
っ
て
後
で
代
金
を
払
っ

た
り
、
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
を
先
に
受
け
代
金
は
後
で
返
済
す

る
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
）

▽
消
費
者
金
甲
：
カ
ー
ド
を
捏
ホ
す
る

と
金
銭
が
借
り
ら
れ
、
後
で
返
済
す
る

（
ク
レ
ジ
ッ
ト
ロ
ー
ン
な
ど
）

月
賦
で
商
品
を
買
っ
た
り
、
こ
れ
ら
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
業
者

と
の
間
で
契
約
香
登
父
わ
し
ま
す
。

クレジットの種類
割賦方式

非割賦方式
（1～2ヵ月後
に一括で返済

する方法など）

割賦方式

非割賦方式

販売信用

消費者金融

消費者信用
（クレジッ

とクレジット社会与を

上手に生きる

現
在
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
だ
れ
で
も

囁
蛍
に
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

業
界
は
新
規
入
会
者
の
確
保
に
懸
命
で
、
こ

の
た
め
入
会
基
準
も
か
な
り
ゆ
る
く
し
て
お

の
∴
年
齢
的
に
は
十
八
歳
以
上
で
あ
れ
ば
入

会
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
本
当
に
必
要
な
の
か
ど
う

か
を
よ
く
考
え
て
か
ら
、
カ
ー
ド
を
作
る
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

力ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
上
手
に
利
用
す
る

に
は
、
ま
ず
カ
ー
ド
の
種
類
と
利
用
条
件
な

ど
を
知
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

例
え
ば
、
加
入
条
件
は
も
と
よ
り
割
賦
払

い
に
し
た
と
き
の
手
数
料
や
年
会
費
、
紛
失

・
盗
難
保
険
の
範
囲
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
レ

ジ
ャ
ー
施
設
、
旅
行
、
ホ
テ
ル
、
催
し
物
な

ど
の
利
用
条
件
の
違
い
な
ど
を
知
り
、
自
分

の
目
的
に
合
っ
た
カ
ー
ド
を
選
ぶ
こ
と
が
大

切
で
す
。

ま
た
、
カ
ー
ド
を
持
っ
た
ら
次
の
こ
と
に

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
一
つ
の
目
安
と
し
て
、
月
々
の
支
払
い
が

月
収
の
二
割
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
ま
す

▽
支
払
い
は
一
括
払
い
か
、
短
期
間
の
返
済

に
す
る
の
が
安
全
。
期
間
が
長
く
な
る
と

そ
れ
だ
け
金
利
が
か
さ
み
、
負
担
が
増
え

（

ま
す
。

▽
カ
ー
ド
利
用
明
細
書
と
銀
行
口
座
と
の
照

合
を
必
ず
行
い
、
月
々
の
支
払
い
額
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

▽
カ
ー
ド
は
現
金
と
同
じ
価
値
が
あ
り
ま
す

落
と
し
た
り
す
る
と
、
悪
用
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
管
理
は
十
分
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

▽
家
族
で
カ
ー
ド
を
何
枚
も
持
っ
て
い
る
と

き
は
、
必
ず
だ
れ
か
一
人
が
全
体
を
管
理

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

契
納

月
賦
で
商
品
を
買
っ
た
の
∴
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
つ
く
る
と
き
な
ど
契
約
書
に
サ
イ

ン
を
し
ま
す
が
、
契
約
内
容
を
よ
く
確
か
め

て
い
ま
す
か
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
契
約
を
す
る
場
合
は
内
容

を
よ
く
確
認
し
、
納
得
し
て
か
ら
契
約
を
結

ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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み
ん
な
の
迷
惑
近
隣
騒
音

生
活
を
し
て
い
く
上
で
や
む
を
え
な
い
音
、
自
分
に
は
快
い
音
で

も
、
他
人
に
は
不
快
な
「
堅
田
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
し
ま
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
聴
い
て
い
る
本
人
は
楽
し
く
快
い
ス
テ

レ
オ
も
、
こ
近
所
に
は
、
た
だ
の
騒
音
、
ピ
ア
ノ
の
レ
ッ
ス
ン
も
弾

い
て
い
る
本
人
は
懸
命
で
も
、
他
の
人
に
は
が
ま
ん
の
な
ら
な
い
音

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
一
人
一
人
が
よ
く
認
識
し
、
日
ご
ろ
か
ら
生
活

騒
音
の
防
止
に
努
め
た
い
も
の
で
す
。

音
に
よ
っ
て
被
害
感

加
害
感
に
ズ
レ

環
境
庁
が
行
っ
た
生
活
騒
音
に
関
す
る
調

査
に
よ
る
と
、
加
害
感
は
弱
く
被
害
感
の
強

い
音
と
し
て
は
、
「
車
の
空
ぶ
か
し
音
」
、

「
ド
ア
や
窓
の
開
閉
音
」
、
「
風
呂
な
ど
の

給
・
排
水
音
」
、
「
室
内
・
階
段
の
足
音
」

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
他
人
の
生
活

を
思
い
や
る
と
と
も
に
、
自
ら
出
す
音
に
注

意
し
、
迷
惑
に
な
る
音
の
発
生
を
防
止
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

お
つ
き
あ
い
の
程
度

で
迷
惑
感
に
差

昭
和
五
十
八
年
度
に
環
境
庁
が
実
施
し
た

モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
「
近
隣
騒
音
に
つ
い

て
」
の
調
査
結
果
を
み
る
と
、
璧
日
の
発
生

者
と
の
お
つ
き
あ
い
の
程
度
が
深
い
ほ
ど
、

生
活
騒
音
に
対
す
る
迷
惑
感
の
程
度
が
小
さ

く
な
っ
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
の
こ
近
所
つ
き
あ
い
な
ど
、
円
滑

な
地
域
コ
ミ
ュ
ｌ
妄
－
シ
ョ
ン
が
、
大
い
に

大
切
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

．葦お嫁こ康 ‘滋 轟たりがあり諌すか螢・、峯。、　　 滋 遠 戚 泣 ．・ミ姜いニあなたも幕末 してみまじ義療転ｉ、Ｚｉ；

深夜、早朝に長時間 深夜、早毒別よ アイドリングも最少限に。

アイドリングをする。 1■．ｌｔ． 燃費の節約にもなります0　　 ㌢ｌ亀

寝る前に風呂などの

水を濁している。
′掛

票 楚諸 票し禁 号ｉこ‡ 現 ‥、 丸

ましょう。　　　　　　　　　　　 ｐ

団地の室内や階段の昇り降りで ｌ膵

大きい定吉をたてる。

階段の駆け昇り、駆け下りは置

めましょう。お子さんにも日頃から注意を。

票 温 誓 やかにゲームなどを　 玩 編 窓や ドアを閉めるなど、工夫しましょう。

可能な限り気くぼＵを。

テレビ ・ステレオを　　　　　 溌 笥 勒 嘉

大きな吾で聴いている。

深夜、早朝は特にボリュームをしぼって。
ヘッドホーンなどの利用も気軽に　 さし・′
行いましょう。　　　　　　　　　 丁7　 ． ．

勢いよくドアや窓を開閉する0　 戸　 棚　　 ′忘 で
彗寧 恋 恋 剖 喝 ・葺

けて。．Ｈ、‘ｒ
霊書芸芸孟芸禁 雲とがない0　 ㌔ ′・感 ．

霞 ・・－きび 窓やドアを閉める、ピアノの向きを変え
る、隣室に移す、防書装覆…などの対策
を。弾く時間も考えて。

丁だコ

洗濯機のモ－タ－の吉が大きい。 は竺且 墾 ☆

☆

低騒音の機種を選んだり、設置場所に注

意したりしましょう。

至芸…曇至…≡≡≡≡：夜まで鰹 運動不足、不規則な食事などが原因になることもあります。愛情をもって世話をしましょう。低 騒音機 種 を選び 、 また設 ｉ寡場所 も よく
考 え 、で きれ ば深夜 の便 月引ま控 え ましょ

つけ てい る。 う。

＊　水道週間　＊

6月1日～7日

蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、
好
き
な
だ
け
水
が
出

る
1
こ
の
よ
う
な
生
活
の
由
で
わ
た
し
た

ち
は
、
と
か
く
水
道
の
貴
重
さ
を
忘
れ
が
ち

で
す
。し

か
し
、
そ
の
水
を
つ
く
り
、
家
庭
に
運

ぶ
ま
で
に
は
莫
大
な
費
用
と
努
力
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。
ダ
ム
や
堰
の
建
設
、
浄
ポ
場
の

整
備
、
配
水
管
の
維
持
管
理
な
ど
、
数
え
れ

ば
キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
電
気
や

ガ
ス
と
違
っ
て
水
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
あ

ま
り
気
に
し
な
い
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週
間
、
「

だ
い
じ
に
ね
！
毎
日
使
う
水
だ
か
ら
」
を
標

語
に
し
て
、
水
道
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

日
本
の
水
道
は
創
設
以
来
九
十
余
年
を
経

て
間
も
な
く
一
世
紀
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。こ

の
間
、
水
道
の
普
及
も
著
し
く
昭
和
三

十
四
年
に
は
四
八
・
七
％
で
あ
っ
た
普
及
率

が
、
今
で
は
九
二
・
六
％
と
高
普
及
時
代
を

迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
、

水
の
大
切
さ
を
認
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ポ
タ
ポ
タ
も
2
時
間
で
一
升
ビ
ン
一
杯

……一一一一…・た　と　え　ば

◎
蛇
口
か
ら
の
漏
水
の
場
合

・
ポ
タ
ポ
タ
落
ち
る
程
度

1
時
間
で
1
リ
ッ
ト
ル
、

1
カ
月
で
浴
柵
－
杯
分

・
糸
状
と
な
っ
て
出
る
場
合

1
カ
月
で
浴
槽
2
9
杯
分

こ
の
よ
う
に
少
し
の
水
で
も
時
間

が
た
て
ば
相
当
の
量
に
な
り
ま
す
。

水
は
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
す
。
限

り
あ
る
資
源
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ

ー
つ
。
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6

月

9

日

は

下
・
排
水
路
の
ｌ
斉
清
掃
デ
ー

わ
た
し
た
ち
が
望
む
、
暮
ら
し
や
す
い
快

適
な
生
活
環
境
と
は
1
ま
ず
は
、
さ
わ
や

か
な
空
軍
そ
し
て
静
け
さ
、
の
び
の
び
と

大
手
を
振
っ
て
歩
け
る
通
の
∴
練
あ
ふ
れ
る

公
園
、
そ
し
て
何
よ
り
も
ゴ
ミ
の
な
い
清
潔

な
町
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
すし

か
し
、
こ
の
よ
う
な
快
適
な
環
境
も
、

た
だ
待
ち
望
ん
で
い
る
だ
け
で
は
、
な
か
な

露髪
か
実
現
し
ま
せ
ん
。

こ
と
に
地
域
の
、
近
隣
社
会
の
環
境
美
化

は
、
そ
こ
に
住
み
生
活
す
る
わ
た
し
た
ち
自

ら
の
心
く
は
り
と
、
お
互
い
の
協
力
が
必
要

で
す
。六

月
五
日
は
「
世
界
環
境
デ
ー
」
。
わ
が

国
で
は
、
こ
の
日
か
ら
十
一
日
ま
で
の
七
日

間
は
「
環
境
週
間
」
で
、
こ
と
し
の
テ
ー
マ

は
よ
り
よ
い
環
境
を
求
め
て
■
と
ぷ
ん

な
で
築
く
よ
り
よ
い
環
境
〟
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く

る
た
め
に
わ
た
し
た
ち
自
身
の
身
近
な
環
境

問
題
に
、
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

下
排
水
路
の
一
斉
清
掃

を
し
ま
し
ょ
う

福
岡
県
で
は
「
環
境
週
間
」
行
事
の
一
環

と
し
て
、
六
月
九
日
を
東
境
美
化
行
動

日
〟
と
定
め
、
県
下
一
斉
に
身
近
な
環
境
美

化
の
た
め
の
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

水
巻
町
地
区
衛
生
推
進
協
議
会
で
は
、
六

月
九
日
を
「
下
排
水
路
の
一
斉
清
掃
日
」
と

決
め
、
町
内
一
斉
に
、
家
庭
排
水
が
流
入
し

て
い
る
清
の
清
掃
を
実
施
し
ま
す
。

◇
　
　
　
　
◇

梅
雨
入
り
も
ま
じ
か
、
地
域
ぐ
る
み
で
協

力
し
て
各
世
帯
か
ら
一
名
以
上
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

町民体育大会を開催

多数の参加をお待ちします．／

◇
卓
　
　
球
◇

▽
会
場
　
水
巻
町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
種
別
一
般
男
子
の
部
、
一
般
女
子
の
部

中
学
男
子
の
部
、
中
学
女
子
の
部

▽
試
合
方
法

個
人
戦
で
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

◇

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

◇

▽
会
場
　
水
巻
町
民
体
育
館

▽
渾
別一

般
男
子
の
部
、
一
般
女
子
の
部

中
学
生
の
部

▽
試
合
方
法

個
人
戦
（
当
日
会
場
で
ダ
ブ
ル
ス
を
縮
成

し
ま
す
。
）

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
◇

▽
会
場
　
吉
田
小
学
校
体
育
館

南
中
学
校
体
育
館

▽
種
別
一
般
女
子
の
部
（
高
校
生
・
大
学

生
を
含
む
）

▽
チ
ー
ム
編
成

・
地
域
や
グ
ル
ー
プ
、
も
し
く
は
職
場
で

編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

・
チ
ー
ム
人
員
は
、
監
督
1
名
、
選
手
⊥
2

名
以
内

▽
試
合
方
法
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

▽
参
加
申
込

5
月
3
0
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
事
務
局
へ

（

◇
軟
式
テ
ニ
ス
◇

▽
会
場
　
南
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
種
別一

般
男
子
の
部
、
一
般
女
子
の
部

中
学
男
子
の
部
、
申
蛍
女
子
の
部

▽
試
合
方
法

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
と
し
、
当
日
会
場
で

ダ
ブ
ル
ス
を
編
成
し
ま
す
。
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人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
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六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
日
で
す
。

日
本
が
戦
後
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と

き
、
何
よ
り
も
ま
ず
国
民
の
基
本
的
人
権
の

擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
が
国
家
の
責
務
と

し
て
国
民
の
間
か
ら
叫
ば
れ
、
基
本
的
人
権

を
基
調
と
し
た
日
本
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
に
、
紹
和
二

十
四
年
六
月
一
日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見

ｌ
1
－
ご
，
ｌ
‘
ヽ
三
ニ
ー
．
．
～
ヽ
三
ｌ
1
．
．
－
．
′
‘
ヽ
ｌ
三
－
1
．
三
’
ヽ
三
1
－
－
コ
．
ヽ
′
ヽ
こ
ニ
ー
．
一
・
－
‘
ヽ
．
．
≡

守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権
の
番
人

の
機
関
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
こ
れ
が
人
権

擁
護
委
員
制
度
の
始
ま
り
で
す
。
人
権
は
、

人
間
が
平
和
に
生
存
す
る
う
え
で
最
も
大
切

な
権
利
で
す
。

自
分
だ
け
で
な
く
、
あ
な
た
も
私
も
み
ん

な
人
権
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
人
権
は
共
存
す
る
も
の
な
の
で

す
。
お
互
い
に
人
権
を
守
っ
て
明
る
い
社
会

を
つ
く
る
こ
と
が
私
達
の
願
い
で
す
。

～
．
こ
ｌ
≡
－
・
ｔ
′
・
ｔ
ｌ
≡
ニ
ー
．
，
ヽ
′
‘
ヽ
こ
≡
ｌ
－
，
～
三
1
－
－
．
．
ヽ
√
さ
三
≡
．
．
1
′
ヽ
－
．
1
．
．
．
．
－
ヽ
・
ｔ
．
－′

全
国
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
こ
の
日
を
中

心
と
し
て
各
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

本
町
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

次
の
人
権
擁
護
委
員
が
お
ら
れ
ま
す
。
人
権

問
題
で
悩
み
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
こ
相

談
く
だ
さ
い
。

〔
町
の
人
権
擁
護
委
員
〕

▽
岡
　
隆
一
さ
ん

（
猪
熊
）
些
一
〇
一
－
五
四
八
一

▽
吉
田
サ
カ
エ
さ
ん

（
下
二
）
嬰
一
〇
一
－
〇
五
二
〇

▽
藤
崎
　
究
さ
ん

（
吉
田
）
型
一
〇
一
－
五
一
四
五

◇
剣
　
　
道
◇

▽
会
場
　
水
巻
町
武
道
館

▽
種
別一

般
男
子
の
部
（
高
校
生
以
上
）

一
般
女
子
の
部
、
中
学
生
の
部

▽
試
合
方
法

個
人
戦
（
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
と
す
る
）

…
・
注
　
意
　
事
　
項
ｌ
ｌ
ｌ
！
・

・
参
加
申
込
み
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

除
き
、
当
日
会
場
で
受
付
け
ま
す
。

・
参
加
者
に
参
加
賞
、
入
賞
者
に
賞
状

・
賞
品
を
贈
り
ま
す
。

・
体
育
館
・
講
堂
を
使
用
す
る
人
は
、

必
ず
上
履
き
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
大
会
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
は
、
教

育
委
員
会
事
務
局
へ

些
一
〇
一
1
四
三
≡

内
線
二
七
四

軟
式
野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム
を
募
集

あだちあさえ

足立亜紗江ちゃん
昭和59年7月6日生

（異学）さんの長女
私は、1カ月半から保育所に

通っています。でも、お兄ちゃ
んと一緒なので、ちっとも淋し
くありません。チャームポイン
トはカールにしたまつ毛。心の

やさしい女性に育ってね‥…母

かたむね　ゆうすけ

片宗　祐亮くん
昭和59年7月8日生

憎紀享）さんの長男
ボクは、わが家の王様。昼間

はお母さんに甘えてばかり、夜
はお父さんに抱かれて音楽を聞
きながら寝むるのが日課で～す
元気に健やかに育ってね……母

ｈ
ノ・

よ
（梅ノ木団地15棟）　より。　　　　（猪熊1095）

～・叫川ｌ．一ヽ′．川ｍｌ一．、′．．Ｈｌｌ・一・一．川仙ｅ一・一明ｌＨ．一・一ＨＨ＝．一ヽ′．1日仙′ヽ′．川仙・ノヽ′。‖ｌｌ．ノヽ′ｌｌ川Ｉｌ・～ｌ明日．ノヽ′．

（60年4月末現在）
29，831人仁19人）
14，532人（＋9人）
15，299人（－28人）
9，615世帯（＋1世帯）
（4月の異動）

26人　　転出　269人
40人　　死亡　16人

（）内は前月比

2

口
　
　
　
数

男
女
帯
　
人
生

人
　
　
　
世
　
転
出

町
内
の
軟
式
野
球
チ
ー
ム
の
親
睦
を
図
る

た
め
、
次
の
と
お
り
水
巻
町
長
杯
争
奪
軟
式

野
球
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
日
程
　
6
月
9
日
（
日
）
　
予
選

6
月
ュ
6
日
（
日
）
　
決
選

）

～
．
≡
≡
．
～
三
≡
一
．
ヽ
′
ヽ
．
三
．
．
．
．
～
三
三
．
．
～
・
三
三
．
．
・
～
，
≡
ご
一
．
～
三
≡
．
▼

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
募
集

あ
な
た
の
お
子
さ
ん
（
満
一
哉
に
な
る
前

の
子
供
）
を
広
報
に
掲
載
し
ま
す
。

こ
希
望
の
万
は
、
ハ
ガ
牛
に
　
①
お
子
さ

ん
の
名
前
と
生
年
月
日
　
⑧
両
親
の
名
前

④
住
所
　
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、
役
場
総

務
課
庶
務
係
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

交通規制のお知らせ　ｉ

▽
場
所
誼
譜
謂
ド
一
予
定

▽
資
格
　
水
巻
町
在
住
者
及
び
町
内
事
業
所

勤
務
者
で
編
成
し
た
チ
ー
ム

※
参
加
希
望
の
チ
ー
ム
は
、
役
場
水
道
課
・

田
中
猛
（
晋
二
〇
一
－
四
三
≡
）
ま
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

県道中間・水巻線片側通行

県道中間・水巻線の中間縫製前の

「メこ正橋」の工事を行います。ｊ欠の

期間同所は、片偵膳急行規制となりま

すのでこ注意ください。なお、迂回

路として県道1亘：百・オＣ巻線（遠矧Ｉｌ

ｌ是防）をこ利用ください。

期間　6月4日～6月11日
山　．1　国道3号線
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真夏の陽差しの中で熱戦

町
民
の
体
力
つ
く
り
と
地
区
の
連
帯
を
深
め
る
た
め
、
毎
年

開
か
れ
て
い
る
社
会
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
五
月
十
二
日
、

吉
田
小
学
校
、
南
中
学
校
の
二
会
場
に
分
か
れ
、
町
内
各
地
区

か
ら
二
十
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

汗ばむ陽気の中で熱戦が繰り広げられた社会人ソフトボール大会

こ
の
日
は
其
夏
の
陽
射
し
が
照
り
つ
け
、

じ
っ
と
し
て
い
て
も
汗
ば
む
ほ
ど
ー
汗
を

か
き
な
が
ら
地
区
の
応
援
を
受
け
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
大
会
に
合
わ
せ
て
日
赤
の
献

血
が
南
中
で
行
わ
れ
、
参
加
者
も
愛
の
献
血

に
協
力
し
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
吉
田
小
学
校
会
場
】

Ａ
パ
ー
ト
　
優
勝
　
鯉
口
田
地

準
優
勝

Ｂ
パ
ー
ト
　
優
勝

準
優
勝

【
南
中
学
校
会
場
】

Ａ
パ
ー
ト
　
優
勝

準
優
勝

Ｂ
パ
ー
ト
　
優
　
勝

準
優
勝

（

頃
宋
北

み
ず
ほ
団
地

上
　
二

古
　
賀

楷
ノ
木
団
地
東

猪
　
熊

下
二
町
住

伊左座少年団が圧勝
一少年団野球大会－

子
供
の
日
－
の
五
月
五
日
、
吉
田
球
場
に

町
内
の
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
五
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
第
九
回
水
巻
ラ
イ
オ
ン
ズ
旗
争
奪

少
年
団
野
球
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
－
1
二

試
合
で
試
合
を
中
止
。
残
り
の
試
合
は
十
一

日
に
持
ち
越
さ
れ
、
伊
左
座
小
学
校
で
続
開

さ
れ
ま
し
た
。

父
母
ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
と
同
じ
よ
う

に
優
勝
戦
は
伊
左
盛
と
机
の
対
戦
。
ュ
0
対
0

と
圧
倒
的
な
強
さ
で
伊
左
盛
少
年
団
が
机
を

下
し
優
勝
し
ま
し
た
。

机猪
　
熊

伊
左
座

頃
　
末

吉
　
田

手づくりの花ピンや

徳利がズラ～リ

見
事
な
作
品
が
並
ん
だ
陶
雲
作
品
展

（
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー
）

（

農業者年金友の会陶芸作品展

行楽シーズンの到来で各地の陶芸の里では、

作品の窯出しが行われ、多くの買物客で大にぎ

わいでした。町内でも、頃末の農業団地センタ

ーで、農業者年金友の会・陶芸部の会員の皆さ

んが作った陶器の作品展が開かれました。

花ビンや徳利など－自慢の作品がズラーリ

と並び、プロ教負けの力作に見物人の間からは、

これがほしいなぁ－と、言う声も‥・…。
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全日本ケン玉ジュニア大会
伊左座小藤崎者16位・福留君32位

世
界
一
周
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
周
…
…
？

こ
れ
は
旅
行
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ー
東
京
西

武
デ
パ
ー
ト
で
開
か
れ
た
「
全
日
本
ケ
ン
玉

ジ
ュ
ニ
ア
大
会
」
の
競
技
種
目
な
の
で
す
。

こ
の
大
会
は
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
各

地
区
の
予
選
で
「
二
位
と
な
っ
た
選
手
百

二
十
八
名
が
参
加
－
会
場
が
デ
パ
ー
ト
の

屋
上
の
た
め
風
が
強
く
、
心
を
落
ち
着
け
て

十
種
目
の
課
題
に
挑
戦
。

水
巻
町
か
ら
も
、
伊
左
座
小
学
校
六
年
生

藤
崎
武
君
と
福
留
伸
君
の
二
人
が
九
州
北
部

地
区
代
表
と
し
て
参
加
。
健
闘
し
て
藤
崎
君

が
十
六
位
、
福
留
君
が
三
十
二
位
で
し
た
。

む
か
し
、
子
供
た
ち
の
間
で
流
行
っ
た
ケ

ン
玉
遊
び
も
最
近
、
め
ず
ら
し
く
な
り
ま
し

た
が
、
伊
左
座
小
学
校
で
は
ケ
ン
玉
ク
ラ
ブ

が
あ
り
、
松
下
先
生
の
指
導
で
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

全日本ケン玉大会で健闘した藤
崎看（中）、福留肴（右）と、

指導されている松下先生（左）

陸上部が．大活躍
朝日　選抜陸上競技

県
円
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
を
集
め
た

朝
日
選
抜
陸
ト
義
技
大
会
が
五
月
三
日
、
福

岡
市
の
平
和
台
陸
上
競
技
場
で
開
か
れ
1

水
巻
南
中
学
校
か
ら
出
場
し
た
選
手
が
、
よ

く
健
闘
し
て
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

種　　 目 氏　 名 住　 所 種　　 目 氏　 名 住　 所

男 子　 800ｍ
2位 （2分4秒2）

安恒　 直樹 下二町住 女 子　 100ｍ
7位 （13秒 5）

吉田　 由佳 吉田本村

男子 110ｍ Ｈ
4位 （16秒 9）

吉川　 成一 美 吉 野
女 子 100ｍ
8位 （13秒5 ）

坂本　 真実 吉田団地
男 子 走 幅 跳
3位 （6ｍ15）

小田　 宏 下　 二
女子 100ｍＨ
1位 （15秒8 ）

坂本　 真実 吉田団地
ー男 子 砲 丸授
3位 （12ｍ77）

高橋　 尚也 下　　 二

女 子 走 幅 跳

5位 （5 ｍＯｌ）
小形　 祥子 吉田分譲☆男子 800ｍリレー 1位 （1分36秒 9）

副田敬二郎 （吉田）、小田宏、吉川成一
女 子 砲 丸授 上坂　 都子 上二町住栗田勝彦 （下二） 1位 （11ｍ54）

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

郵
便
局
で
は
、
第
十
七
回
簡
易
保
険
・

郵
便
年
金
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
次

の
と
お
り
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

▽
募
集
期
間
　
5
月
1
日
～
7
月
3
1
日

▽
テ
ー
マ
　
簡
易
保
険
・
郵
便
年
金
の

資
金
で
つ
く
ら
れ
た
施
設

（
例
）
伊
左
座
小
学
校
、
頃
宋
小
学
校
、

吉
田
小
学
校
、
下
二
小
学
校
、
お
か
の

台
団
地
、
高
松
団
地
、
鯉
口
田
地
、
水

巻
町
武
道
館
、
古
賀
・
猪
熊
線
、
立
屋

敷
・
猪
熊
線
、
古
賀
・
机
線
1
な
ど

▽
作
品
の
規
格
カ
ラ
ー
写
真
は
四
つ

甲
白
黒
写
真
は
四
つ
切
ま
た
は
ス
ラ

イ
ド
（
嬰
、
ヘ
リ
以
上
）

▽
提
出
先
　
最
寄
り
の
郵
便
局

※
詳
し
く
は
、
折
尾
郵
便
局
保
険
課
へ
お

た
ず
ね
下
さ
い
。
竺
ハ
九
一
－
〇
七
〇
五

又
は
六
〇
二
－
六
五
四
三
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8月　は

現況届の提出期間

6月1日～6月29日

児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
人
は
、

六
月
一
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
間
に
「
児

童
手
当
現
況
届
」
を
役
場
に
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
況
届
は
引
き
続
い
て
児
童
手
当
を
受
け

る
た
め
の
大
切
な
手
続
き
で
す
。

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の
所
得

の
状
況
と
、
六
月
一
日
現
在
で
の
児
童
葺
育

の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
に
提
出
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

も
し
、
こ
の
届
け
を
出
さ
な
い
と
、
引
き

続
い
て
受
給
で
き
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、
六

月
分
以
後
の
児
童
手
当
の
支
払
い
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
期

限
ま
で
に
役
場
社
会
課
老
人
児
童
係
に
捏
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
児
童
手
当
の
内
容

や
届
け
出
の
手
続
き
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

役
場
老
人
児
童
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
持
参
す
る
も
の
）

・
印
か
ん

・
届
出
書
（
老
人
児
童
係
に
あ
り
ま
す
）

・
五
十
九
年
分
所
得
源
泉
徴
収
票
又
は
六
十

年
鹿
町
県
民
税
納
付
書
（
六
月
上
旬
に
送

付
の
予
定
）

・
会
社
等
に
勤
め
て
い
る
人
は
、
厚
生
年

金
、
国
民
年
金
等
の
記
号
書
芸
調
べ
て

来
て
く
だ
さ
い
。

エ
バ
十
年
一
月
一
日
水
巻
町
に
住
民
登
録
さ

れ
て
な
い
人
は
、
前
住
所
の
役
所
で
六
十

鑑
慶
分
の
所
得
証
明
を
受
け
て
、
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

ｒ

6
0
歳
以
上
の
人
に
居
室
資
金
を
貸
付

申

込

み

　

5

月

2

1

日

～

7

月

2

0

日

福
岡
県
で
は
、
6
0
歳
以
上
の
人
と
現
に
同
　
あ
る
こ
と

居
し
、
若
し
く
は
同
居
し
よ
う
と
し
て
い
る

人
が
、
老
人
の
た
め
の
専
用
居
室
を
増
築
・

改
築
す
る
場
合
に
貸
付
け
を
い
た
し
ま
す
。

申
込
資
格

①
6
0
歳
以
上
の
老
人
と
同
居
、
又
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
2
0
歳
以
上
、
5
9
歳
以
下
の
人

㊥
月
収
ュ
0
万
円
（
税
込
み
）
以
上
の
人
で
詔

和
5
9
年
の
所
得
金
額
が
7
9
0
万
5
千
円

未
満
の
人

⑨
県
円
に
引
き
続
き
一
年
以
上
住
所
を
有
す

る
人

④
工
事
完
了
が
6
1
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
で
き

る
見
込
み
の
人

住
宅
要
件

①
床
面
積
が
1
6
6
が
（
約
5
0
坪
）
以
下
で

貸
付
条
件

①
貸
付
限
度
額
　
1
0
0
万
円
（
工
事
見
積
金

額
は
貸
付
金
の
4
倍
程
度
ま
で
）

⑧
貸
付
利
息
　
年
3
％

㊥
償
還
期
限
　
1
0
年
以
内

④
償
還
方
法
　
元
利
均
等
月
賦
償
還

保
証
人
の
資
格

①
県
円
に
引
き
続
き
一
年
以
上
住
所
を
有
す

る
人

㊥
2
人
（
担
保
不
要
）

④
月
収
ュ
0
万
円
（
税
込
み
）
以
上
の
人

④
年
齢
は
2
0
歳
以
上
、
5
9
歳
以
下
の
人

※
申
込
み
は
、
5
月
2
1
日
か
ら
7
月
2
0
日
ま

で
に
役
場
社
会
謀
老
人
児
童
係
で
受
付
け

て
い
ま
す
。

柑④芸霊急派

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
。

他
人
に
話
せ
ず
一
人
で
く
よ
く
よ
悩
ん
だ

り
、
法
律
や
人
権
問
題
で
困
っ
て
い
る
万
は

こ
の
相
談
を
気
軽
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
6
月
4
日
、
6
月
1
1
日

6
月
ュ
8
日
、
6
月
2
5
日

・
時
間
　
い
ず
れ
も
1
3
時
～
ュ
6
時

▽
場
所
町
民
会
館
「
日
本
間
」

▽
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

（

初
夏
を
つ
け
る
花
ざ
つ
き
．
の
展
示
会

が
、
次
の
と
お
り
「
水
巻
さ
つ
き
同
好
会
」

の
主
催
で
行
わ
れ
ま
す
。
会
員
が
丹
精
こ
め

て
育
て
た
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
6
月
1
日
～
6
月
4
日

午
前
9
時
～
午
後
8
時

（
4
日
は
、
午
後
5
時
ま
で
）

▽
場
所
　
水
巻
町
「
町
民
会
館
ホ
ー
ル
」

県
が
発
注
す
る
物
品
の

入
札
参
加
者
を
受
付

▽
申
請
書
の
受
付

・
日
時
　
7
月
1
日
～
7
月
3
1
日

・
場
所
　
県
庁
行
政
棟
地
下
3
号
会
議
室

▽
申
請
用
紙
の
配
付

6
月
1
日
か
ら
、
政
府
刊
行
物
県
庁
内

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
又
は
政
府
刊

行
物
北
九
州
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（

北
九
州
市
役
所
内
）
　
一
部
三
百
円

※
参
加
資
格
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
県
庁
総

務
部
管
財
課
調
連
係
（
⑪
〇
九
二
－
六
五

一
⊥
一
一
一
）
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
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高
齢
者
教
養
講
座
を
開
き
ま
す

お
年
寄
り
の
方
が
、
よ
り
広
く
教
葺
を
修

め
て
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
健
康
を
保
ち

地
域
社
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
充
実
し

た
生
活
を
送
っ
て
頂
く
た
め
の
教
養
講
座
が

次
の
と
お
り
開
か
れ
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
人
生
を
楽
し
く
」
。

あ
な
た
も
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
兄
い

出
す
た
め
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
　
6
月
1
1
日
（
火
）
　
南
部
の
人

6
月
ュ
2
日
（
水
）
　
北
部
の
人

・
時
間
　
両
日
と
も
⊥
0
時
～
正
午

▽
場
所
　
老
人
憩
の
家
「
机
山
荘
」

▽
講
師
と
テ
ー
マ

粕
屋
保
健
所
長
　
園
田
真
人
先
生

「
な
が
い
き
す
る
食
生
活
」

優
良
運
転
者
を

表
彰
し
ま
す

▽
表
彰
の
種
別
及
び
資
格

①
警
察
本
部
長
・
福
岡
県
安
全
協
会
長
連

名
に
よ
る
表
彰
（
緑
十
字
銅
章
）
ｎ
ュ
0

年
以
上
無
事
故
、
無
違
反
で
あ
っ
て
福

岡
県
公
安
委
員
会
の
優
良
運
転
者
の
表

彰
（
銀
章
）
を
受
賞
し
て
い
る
こ
と
。

㊥
管
区
警
察
局
長
・
九
州
交
通
安
全
協
会

連
名
に
よ
る
表
彰
－
1
ュ
5
年
以
上
無
事
故

無
違
反
で
あ
っ
て
、
緑
十
字
銅
章
を
受

賞
し
て
い
る
こ
と
及
び
福
岡
県
公
安
委

員
会
の
優
良
運
転
者
表
彰
（
金
章
）
を

受
章
し
て
い
る
こ
と
。

▽
必
要
書
類

①
申
込
書
⑨
運
転
免
許
証
（
表
・
裏
）

の
写
し
　
㊥
無
事
故
・
無
違
反
の
証
明
書

④
銀
章
の
表
彰
状
の
写
し
　
⑧
緑
十
字
銅

章
及
び
金
華
の
表
彰
状
の
写
し

▽
申
込
み
方
法

折
尾
警
察
署
及
び
交
通
安
全
協
会
で
申

込
書
を
受
け
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
昭

和
6
0
年
6
月
2
9
日
ま
で
に
折
尾
警
察
署
交

通
総
務
係
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
折
尾
警
察
署
交
通
総
務

係
（
竺
ハ
九
一
－
〇
三
三
一
内
線
二
六

一
）
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

ナ
イ
タ
ー
施
設

利
用
者
の
抽
選
会

ナ
イ
タ
ー
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は

出
席
く
だ
さ
い
。
な
お
施
設
は
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
日
時
　
6
月
ュ
0
日
（
月
）

午
後
2
時
か
ら

▽
場
所
水
巻
町
民
会
館
事
務
室

（
旧
教
育
委
員
会
）

調
理
師
試
験
を
実
施

▽
受
験
資
格

学
校
教
育
法
第
4
7
条
に
規
定
す
る
者
で

多
数
人
に
対
し
て
飲
食
物
を
調
理
し
て
供

与
す
る
施
設
又
は
営
業
で
、
調
理
師
法
施

行
規
則
第
4
条
に
規
定
す
る
も
の
に
お
い

て
、
2
年
以
上
調
理
の
業
務
に
従
事
し
た

も
の

▽
受
付
期
間
　
6
月
3
日
～
6
月
7
日

図書館を

ご利用ください

水巻町民会館の2階に「図書館」があ

ることをこ存知ですか－？

みなさんの利用があまりないので多く

の本が書棚で寂しい思いをしています。

あなたも一度、図書館をのぞいてみませ

んか、読みたい本が見つかるかも知れま

せんよ。

〔開館時間〕

・平　日　午前8時30分一午後5時

・土曜日　午前8時30分一正午

〔休館日〕

日曜日と祝祭日は休館です。

年金調査に

気をつけましょう

魅丘、「年金調査」という名目で各家

庭をまわり、年金受給者の万々の「年金

証書」「印鑑」及び「預金通帳」の調査

を行っている者があります0

現在、国や町では、そのような調査を

行っておりませんし、その予定もありま

せん。万が一、要用されるおそれがあり

ますので、安もをつけましょう0

▽
原
書
の
交
付
先
及
び
提
出
先

遠
賀
保
健
所
（
水
巻
町
吉
田
）

▽
受
験
手
数
料
　
三
千
四
百
円

※
詳
し
い
こ
と
は
、
遠
賀
保
健
所
（
些
一
〇

一
－
四
一
六
一
）
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

住
宅
金
融
公
庫

融
資
を
受
付
け
中

▽
受
付
期
間
　
5
月
2
日
～
6
月
3
日

公
庫
資
金
と
併
せ
て
利
用
さ
れ
る
厚
生

年
金
・
船
員
保
険
・
国
民
年
金
被
保
険
者
貸

付
も
同
時
に
行
い
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支

所
（
審
〇
九
二
－
七
一
二
1
五
五
五
五
）

又
は
、
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
店
と
表

示
し
た
金
融
機
関
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

無
縁
墳
墓
の
改
葬

▽
所
在
地
　
和
歌
山
県
和
歌
山
市
加
太
字
炭

谷
九
三
六
番
三
「
炭
谷
基
地
」

・
届
出
先
　
和
歌
山
市
西
汀
丁
一
丁
目
二
番

地
、
和
歌
山
県
土
地
開
発
公
社
・
加
太
開

発
準
備
事
務
所
（
審
〇
七
三
四
主
一
三
－

三
一
八
九
）

・
届
出
期
限
　
周
和
6
0
年
5
月
3
1
日
ま
で

お
わ
び
と
訂
正

三
月
二
十
五
日
号
の
広
報
で
配
布
し
ま
し

た
「
予
防
接
種
検
診
日
程
表
」
の
中
で
、
献

血
の
日
程
が
次
の
と
お
り
間
違
っ
て
い
ま
し

た
の
で
訂
正
し
、
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

誤
　
町
民
会
館
　
6
月
2
日

正
　
町
民
会
館
　
6
月
2
1
日
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む
し
ぼ
予
防
教
室

母
子
手
帳
の
交
付

▽
日
時
　
6
月
3
日

6
月
1
7
日

午
前
⊥
0
時

▽
場
所
役
場
一
〇
一
会
議
室

▽
内
容
　
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、
母
子
手

帳
の
使
い
方
、
検
診
結
果
の
説
明
、

個
人
相
談
を
受
け
ま
す
。

▽
注
意
事
項

①
保
健
所
で
の
妊
婦
検
診
終
了
後
、
ュ
0
日

以
上
経
っ
て
い
る
こ
と
。

㊤
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。

⑨
で
き
る
だ
け
本
人
が
お
い
で
下
さ
い
。

四
カ
月
児
健
康
相
談

…Ⅲｌ…Ⅲ

▽
日
時
　
6
月
7
日
（
金
）

・
受
付
午
後
1
時
～
午
後
1
時
3
0
分

▽
場
所
役
場
一
〇
一
会
議
室

※
四
カ
月
児
（
6
0
年
1
月
ュ
1
日
か
ら
6
0
年

2
月
7
日
生
）
の
乳
児
に
対
し
て
ハ
ガ
辛
で

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ガ
キ
の
届
い

た
人
は
、
そ
れ
に
記
入
の
う
え
、
母
子
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
本
人
の
気
に
入
っ
た
お

も
ち
ゃ
を
一
つ
持
参
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い

な
お
、
転
入
等
で
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
な
い

万
は
、
健
康
対
策
係
へ
連
絡
し
、
当
日
お
い

で
く
だ
さ
い
。

※
希
望
者
に
は
、
小
児
ガ
ン
の
検
査
セ
ッ

ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。

七
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
6
月
1
0
日
（
月
）

・
受
付
午
後
1
時
～
午
後
1
時
3
0
分

▽
場
所
役
場
一
〇
一
会
議
室

▽
対
象
　
七
カ
月
児
か
ら
八
カ
月
児
ま
で

▽
円
容
　
身
体
計
測
、
運
動
発
達
の
観
察
、

そ
の
他
個
人
相
談

※
母
子
手
帳
と
バ
ス
タ
オ
ル
、
本
人
の
気
に

入
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
一
つ
持
参
く
だ
さ
い

一
歳
六
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
6
月
3
日
、
6
月
ュ
7
日

・
受
付
午
後
1
時
～
午
後
1
時
3
0
分

▽
場
所
　
役
場
一
〇
一
会
議
室

▽
対
象
一
歳
六
カ
月
児
か
ら

一
歳
八
カ
月
児
ま
で

▽
内
容
　
身
体
計
測
、
個
人
相
談

※
歯
み
が
さ
指
導
を
い
た
し
ま
す
の
で
、

現
在
、
子
供
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
歯

ブ
ラ
シ
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

※
受
診
者
に
は
、
歯
科
受
診
無
料
券
を
発

行
い
た
し
ま
す
。

（

健
康
相
談
を
開
催

▽
日
時
及
び
場
所

☆
6
月
4
日
　
机
山
荘
（
老
人
憩
の
家
）

☆
6
月
7
日

☆
6
月
1
0
日

☆
6
月
⊥
3
日

☆
6
月
ュ
8
日

☆
6
月
2
0
日

☆
6
月
2
4
日

☆
6
月
2
5
日

・
時
間

役
場
健
康
相
談
室

伊
左
座
公
民
館

み
ず
ほ
田
地
公
民
館

頃
末
公
民
館

樋
口
公
民
館

身
障
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

猪
熊
公
民
館

い
ず
れ
も
ュ
0
時
～
1
1
時

六
月
四
日
か
ら
十
日
は
「
歯
の
衛
生
週

間
」
。
遠
賀
歯
科
医
師
会
で
は
、
次
の
と

お
り
む
し
歯
予
防
教
室
を
開
き
ま
す
。

歯
は
、
手
入
れ
次
第
で
寿
命
は
延
ば
せ

ま
す
・
－
こ
の
機
会
に
正
し
い
歯
の
手
入

れ
の
仕
方
に
つ
い
て
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

▽
日
時
　
6
月
1
6
日
（
日
）

午
前
1
1
時
～
午
後
2
時

▽
場
所
　
遠
賀
歯
科
医
師
会
館
（
水
巻

町
大
字
吉
田
・
遠
賀
保
健
所

横
型
一
〇
二
上
四
六
〇
）

▽
内
容
　
①
正
し
い
歯
の
み
が
き
万

⑧
フ
ッ
素
洗
口
　
④
む
し
歯
の
な
り

や
す
さ
テ
ス
ト
　
④
無
料
検
診
　
⑪

小
児
歯
科
・
矯
正
相
談
コ
ー
ナ
ー
…

な
ど
。
そ
の
他
、
む
し
歯
予
防
の
パ

ネ
ル
の
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

▽
内
容
　
血
圧
測
定
、
検
尿
、
検
診
結
果

の
説
明
と
個
人
相
談
。
な
お
、
塩
分
テ

ス
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、
朝
作
っ
た
タ

み
そ
汁
″
を
少
々
持
参
く
だ
さ
い
。

※
検
診
を
受
け
た
結
果
表
及
び
健
康
手
帳
を

お
持
ち
の
方
は
持
参
く
だ
さ
い
。

子
宮
ガ
ン

乳
　
ガ
ン

検
診

こ
婦
人
の
ガ
ン
で
多
い
の
が
子
宮
ガ
ン
と

乳
ガ
ン
で
す
。
早
く
み
つ
け
る
こ
と
が
、
決

め
手
で
す
。
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
　
6
月
⊥
8
日
（
火
）

・
受
付
午
後
1
時
～
午
後
1
時
3
0
分

▽
場
所
役
場
一
〇
一
会
議
室

▽
料
金
　
子
宮
ガ
ン
・
乳
ガ
ン
と
も
五
百
円

▽
定
員
　
子
宮
ガ
ン
検
診
　
八
〇
名

乳
　
ガ
ン
検
診
　
七
〇
名

※
子
宮
ガ
ン
と
乳
ガ
ン
は
同
時
に
受
診
で

き
ま
す
。
電
話
で
も
よ
ろ
し
い
の
で
健
康

対
策
係
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

三
種
混
合
の
予
防
接
種

百
日
咳
∴
ソ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

▽
対
象
児

二
歳
以
上
四
歳
未
満
の
幼
児

▽
実
施
方
法

○
第
一
期
の
接
種
…
…
三
週
間
か
ら
八
週

間
の
間
隔
で
、
三
回
接
種
。

〇
第
二
期
の
接
種
…
…
第
一
期
終
了
後
、

一
年
以
上
経
過
し
た
幼
児
で
、
一
回
の
み

接
種

○
日
　
時
　
追
加
日
　
6
月
2
8
日

受
　
付
　
⊥
3
時
5
0
分
～
1
4
時
3
0
分

○
場
　
所
　
役
場
一
〇
一
会
議
室

※
会
場
が
混
雑
す
る
の
で
時
間
ど
お
り
に
来

て
下
さ
い
。
（
詳
し
く
は
、
3
月
⊥
0
日
号

の
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

（

［Ｂ討○畠昏

倒Ｇ］』臼守

子羊－

▽
期
日
　
6
月
1
3
日
、
6
月
2
0
日
、
6
月

2
7
日
、
7
月
4
日
、
7
月
1
1
日
、
7
月

2
5
日
、
1
0
月
1
7
日
、
⊥
2
月
⊥
2
日
の
八
回

コ
ー
ス
で
開
か
れ
ま
す
。

▽
対
象
者
自
分
で
太
り
過
ぎ
と
患
わ
れ

る
万
で
、
こ
希
望
の
方
は
誰
で
も
。

▽
内
容
①
毎
回
「
検
尿
」
「
血
圧
測
定
」

⑧
食
品
交
換
表
の
使
い
方
④
肥
満
と
運

動
に
つ
い
て
④
肥
満
と
病
気
に
つ
い
て

㊥
調
理
実
習
…
…
な
ど
、
総
合
的
に
行

い
ま
す
。
詳
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
受
講

者
の
方
に
送
付
い
た
し
ま
す
。

▽
申
込
み
電
話
で
も
よ
ろ
し
い
の
で
、

健
康
対
策
係
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。
2
0

名
に
な
り
次
第
、
締
切
り
ま
す
。
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6月のし尿収集予定日

1日　頃末（1、2、3、4、7、10区）、猪熊

6区

3日　頃末（1、7、8、16区）、林住宅、吉田
三（垣添町住）、猪熊2区

4日　頃末（22、23区）、吉田二6区、吉田三5区、

猪食紅0区

5日　吉田二（1、2区）、吉田三（2、5区）、
頃宋（22、24区）、猪熊3区、月2回まわ

り（環境整備センター）

6日　吉田三（1、2、3、5、6、11区）、猪
熊（2、4、5区）、月2回まわり（太洋社）

7日　吉田三（緑風園）、頃末（15、25区）、新

生街（山ノロ団地）、猪熊（2、3、10区）

8日　頃未（5、17、18、19、20、21区、松栄荘）

10日　頃末（9、10、12、18、20、21区、松栄荘、

みずまき苑）、下二、伊左座、立屋敷、美吉野
11日　吉田一（4、5、6、7、8、9区、吉田

工場団地、本村）頃末6区、美吉野

12日　吉田二（3、4、5、6、13、14、15、16
区）、頃末（11、14区）、美吉野

13日　吉田二（3、4、5、6、8、9区、イワ

ゼ町住）、吉田一3区（月夜待）、机社宅、

立屋敷、古賀、新生街

14日　下二町住、二町住、吉田一（商店街）、富
田三（車返し）、古賀、机

15日　吉田団地（37～43、46－52標）、二町住、
古賀、机

17日　吉田団地（19－22、27－36、44、45、53～
57、86、94－101棟）樋口（卯月、中井樋口）

18日　吉田団地（1～6、8～10、12、16～18、23－
26、60～65、83－85、102－104、109～113棟）

19日　吉田団地（7、11～15、66－73、75－82、

87－93、105、108棟）、樋口

20日　吉田団地分譲、下二（1、2、3区）、月

2回まわり（太洋社、環境整備センター）、
猪熊町住

21日　二（1、2区、野間町住）、吉田二（本村）、

古賀県住

22日　二、伊左座、猪熊

24日　二（1、2区）、伊左座（3、5区）、下二
（4、10区、双葉荘）、猪熊、樋口

25日　下二（5、6、7区）、樋口（赤水、川端
通り）

26日　みずほ団地、樋口、猪熊
27日　みずほ団地

－お　願　い－

汲取口の近くには、犬をつながないで下さい。

犬が噛みつく事故がおこっています。

健
康
診
断
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
肺
ガ
ン
検

診
は
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
る
人
や
家
族
に
ガ
ン

で
亡
く
な
っ
た
万
が
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
受
け

て
下
さ
い
。
受
診
日
七
日
前
よ
り
疾
巻
取
り

ま
す
の
で
容
器
を
取
り
に
来
て
下
さ
い
。

▽
日
時
　
6
月
か
日
（
土
）

8
時
3
0
分
～
1
1
時

▽
場
所
　
み
ず
ほ
団
地
公
民
館

▽
検
診
内
容

【
一
次
検
診
】
検
尿
、
血
圧
測
定
、
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
【
精
密
検
診
】
血
液
検
査
（

貧
血
、
血
糖
、
肝
機
甲
血
液
型
、
総
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
）
、
心
電
図

検
査
、
肺
ガ
ン
検
査
（
希
望
者
の
み
）

▽
料
金

〇
一
次
検
診
は
無
料
　
○
精
密
検
診
、
肺

町
内
の
各
医
院
で
も
　
保

受
診
で
き
ま
す
　
の

各
地
区
で
の
健
康
診
査
の
他
に
、
町
内
の
月

各
医
院
で
も
健
康
診
査
を
行
い
ま
す
。
自
分
ｅ
Ｕ

の
健
康
を
守
る
た
め
、
ホ
ー
ム
・
ド
ク
タ
ー

と
し
て
何
で
も
相
談
で
き
る
医
師
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

▽
期
日
　
5
月
1
日
～
1
0
月
3
1
日

（
各
医
院
の
診
療
時
間
内
）

ガ
ン
検
診
、
胃
ガ
ン
検
診
は
、
そ
れ
ぞ
れ

五
百
円
。

（
但
し
、
七
〇
歳
以
上
の
万
、
生
活
保
護

世
帯
、
非
課
税
世
帯
は
無
料
で
す
）

▽
申
込
み
方
法

役
場
健
康
対
策
課
ま
で
電
話
で
申
込
ん
で

下
さ
い
。
定
員
は
百
名
、
肺
ガ
ン
は
2
0
名
。

健ごよみ

健
康
診
査
を
受
け
ま
し
よ
う
／

－
－
∵
成
人
病
・
胃
ガ
ン
・
肺
ガ
ン
検
診
1

…．：；・薮 月 母 子 手 帳 の　交 付 10：00 役場101会議室

月 1才 6 カ月児健康相談 13：00～13：30 役場101会議室

火 健　　 康　　 相　　 談 10：00～11：00 机山荘

十
金 健　　 康　　 相　　 談 10 ：00～11：00 役場健康相談室

金 4　カ 月 児健 康 相 談 13 ：00、・13 ：30 役場101会議室

たち、 月 健　　 康　　 相　　 談 10 ：00～11：00 伊左座公民館

じＥ 月 7　カ 月 児健 康 相 談 13 ：00－13 ：30 役場101会議室

木 健　　 康　　 相　　 談 10 ：00～11：00 みずほ団地公民館

木 肥　　 満　　 教　　 室 13：00～13 ：30 役場101会議室

Ｓヨ 月 母 子 手 帳 の　交 付 10：00 役場101会議室

月 1 才 6 カ月児健康相談 13：00－13：30 役場101会議室

火 健　　 康　　 相　　 談 10 ：00～11：00 頃末公民館

火 乳ガン・子宮ガン検診 13：00～13：30 役場101会議室

浄 木 健　　 康　　 相　　 談 10：00～11：00 樋口公民館

木 肥　　 満　　 教　　 室 13：00～13：30 役場101会議室

金 療　　 育　　 訓　　 練 13：00～17：00 遠賀保健所（予約者）

月 健　　 康　　 相　　 談 10：00～・11：00 身障福祉センター

火 健　　 康　　 相　　 談 9 ：30～11：00 猪熊公民館

滞貴賓
ぢ ；木 肥　　 満　　 教　　 室 13：00～13：30 役場101会議室

；金 三　　 種　　 混　　 合 13：50～14：30 役場101会議室

土 成人病、胃・肺ガン検診 8 ：30～・11：00 みずほ団地公民館



水
巻
昔
ば
な
し
。
遥

石
　
炭
　
物
　
語
　
㈲

＝

高

松

キ

ナ

コ

　

＝

明
治
、
大
正
時
代
は
ヤ
マ
だ
け
で
な
く
、
世
の
中
の
す

べ
て
が
今
と
違
っ
た
方
向
へ
動
い
て
い
た
。
そ
れ
は
国
家

主
義
思
想
の
も
と
に
あ
っ
て
、
わ
が
国
が
軍
国
主
義
へ
傾

斜
し
て
い
っ
た
時
代
で
、
こ
れ
を
今
の
民
主
主
義
の
物
差

し
で
計
ろ
う
と
し
て
も
、
計
る
こ
と
の
で
き
な
い
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
な
に
ご
と
も
暴
力
で
解
決
す
る
風
習
の
み

ら
れ
た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
叩
い
て

な
ぐ殴

っ
て
ケ
リ
を
つ
け
た
、
つ
ま
り
暴
力
の
優
先
し
た
時
代

で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
年
輩
の
読
者
諸
氏
は
、
み
な
経
験
さ
れか

ん

た
こ
と
と
思
う
が
、
陸
海
軍
の
兵
隊
に
し
て
も
国
家
の
干

じ
よ
れ
ノ

城
と
い
わ
れ
て
、
入
隊
す
る
と
上
官
か
ら
祇
園
太
鼓
の
よ

う
に
面
自
半
分
に
叩
か
れ
て
い
た
。
ま
た
警
官
は
白
状
せ

ぬ
容
疑
者
を
殴
っ
て
吟
味
し
、
師
匠
は
弟
子
を
坊
さ
ん
が

木
魚
を
叩
く
よ
う
に
し
て
叩
き
、
学
校
で
は
先
生
が
愛
の

ム
チ
と
い
っ
て
生
徒
を
叩
い
て
教
え
て
い
た
。
そ
れ
ど
こ

し
っ
け

ろ
か
家
庭
に
あ
っ
て
母
親
は
、
わ
が
子
を
躾
と
い
っ
て
遠

慮
会
釈
も
な
く
叩
き
、
夫
は
わ
が
意
の
通
ら
ぬ
と
き
に
女

房
を
、
亭
主
の
特
権
と
い
わ
ぬ
ば
か
り
に
叩
い
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
見
張
所
の
「
み
せ
し
め
」
を
見
物
す
る
群

衆
に
し
て
も
、
叩
く
け
る
殴
る
の
拷
問
を
当
り
前
と
思
っ

て
い
た
時
代
で
、
こ
れ
は
見
物
す
る
子
供
に
し
て
も
母
親

せ
つ
か
ん

か
ら
折
檻
さ
れ
る
の
と
同
じ
考
え
で
、
こ
の
残
酷
な
リ
ン

チ
を
平
然
と
み
つ
め
て
い
た
。
一
般
に
叩
か
れ
る
者
は
叩

か
れ
る
よ
う
な
悪
い
こ
と
を
し
た
の
で
叩
か
れ
る
。
ま
た

叩
く
万
は
叩
く
理
由
が
あ
る
か
ら
叩
く
、
つ
ま
り
人
間
を

善
玉
と
悪
玉
に
分
け
て
、
そ
の
善
悪
を
み
き
わ
め
も
せ
ず

に
拷
問
を
加
え
て
い
た
。
こ
の
風
習
は
、
ヤ
マ
に
か
ぎ
ら

ず
一
般
社
会
で
も
同
様
で
、
今
の
よ
う
に
教
育
の
発
達
し

て
な
か
っ
た
時
代
の
こ
と
、
ケ
ン
カ
、
バ
ク
チ
、
間
男
、

盗
み
は
平
気
で
や
る
し
、
そ
の
う
え
腕
力
の
あ
る
口
八
丁

手
八
丁
の
男
が
の
さ
ば
る
時
代
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
風
習
は
、
当
時
、
指
導
的
立
場
に
あ
る
者

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
政
治
家
は
反
対

す
る
政
治
家
が
あ
る
と
こ
れ
を
殺
し
、
鉱
主
な
ど
の
企
業

家
は
利
益
に
反
す
る
者
が
い
る
と
こ
れ
を
殺
す
。
水
巻
村

に
お
い
て
も
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
村
役
場
の
助
役
が
殺

さ
れ
た
時
代
、
こ
れ
ら
の
風
習
が
貧
富
の
差
と
微
妙
に

か
ら
ん
で
、
刃
物
沙
汰
へ
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
な
か
に
あ
っ
て
三
好
炭
鉱
は
、
急
成
長
に
よ
っ
て

ひ
づ
み

発
生
し
た
収
支
の
歪
を
是
正
せ
ん
が
た
め
に
、
こ
れ
の
解

決
を
坑
夫
の
労
働
条
件
に
求
め
て
い
っ
た
の
が
、
圧
制
ヤ

マ
に
な
っ
た
原
因
で
あ
る
。
そ
の
過
酷
な
私
刑
拷
問
は
「

高
松
キ
ナ
コ
」
と
い
っ
て
、
筑
豊
の
坑
夫
た
ち
の
間
で
恐

れ
ら
れ
て
い
た
。

へ
一
に
豊
州
　
二
に
泉
水

三
で
知
っ
た
か
高
松
キ
ナ
コ

こ
の
な
か
の
豊
州
は
田
川
郡
豊
州
炭
坑
、
泉
水
は
鞍
手

郡
新
廷
泉
水
炭
坑
、
ど
ち
ら
も
筑
豊
で
は
圧
制
ヤ
マ
と
し

て
有
名
で
あ
っ
た
。
と
く
に
豊
州
炭
坑
は
、
坑
夫
の
逃
亡

を
防
止
す
る
た
め
納
屋
の
周
囲
に
柵
を
め
ぐ
ら
し
、
こ
れ

に
鉄
線
を
張
っ
て
電
流
を
通
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
尋

常
な
ヤ
マ
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
坑
夫
た
ち
は
、
ヤ

マ
の
圧
制
か
ら
逃
れ
る
た
め
、
こ
れ
を
突
破
し
て
山
へ
逃

げ
込
み
、
夜
道
を
妻
子
を
連
れ
て
走
り
、
あ
と
を
振
り
向

き
な
が
ら
他
の
ヤ
マ
へ
逃
れ
て
い
っ
た
と
い
う
。

ま
た
次
の
よ
う
な
炭
坑
唄
も
残
さ
れ
て
い
る
。

ち
上
う
ち
ん

へ
提
灯
ま
げ
は
高
島
坑
、
サ
ガ
リ
ク
モ
は
豊
州
坑

最
後
の
と
ど
め
は
高
松
キ
ナ
コ

提
灯
ま
げ
と
は
、
両
手
を
後
手
に
縛
り
、
さ
ら
に
両
足

首
も
縛
っ
て
、
こ
れ
を
背
中
の
と
こ
ろ
で
結
び
合
せ
て
天

井
か
ら
吊
す
。
そ
う
す
る
と
人
体
が
逆
エ
ビ
攻
め
に
な
っ

て
、
絶
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

へ
三
好
へ
行
く
か
　
ダ
ラ
の
木
に
登
る
か

よ
も
や
三
好
に
ゃ
行
か
す
ま
い

た
ち

ダ
ラ
の
木
と
は
、
学
名
を
柏
の
木
と
い
っ
て
幹
か
ら
葉

ま
で
大
き
な
ト
ゲ
の
あ
る
木
で
、
人
を
寄
せ
つ
け
な
い
こ

と
か
ら
オ
ニ
ダ
ラ
の
称
が
あ
る
。

ひ

と

　

　

　

　

　

　

み

へ
番
月
で
一
叩
き
中
間
で
三
叩
き

三
好
へ
き
て
み
り
や
百
叩
き

こ
の
閉
ざ
さ
れ
た
私
刑
拷
問
の
社
会
に
あ
っ
て
、
坑
夫

た
ち
は
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
独
自
の
共
同
体
を
形
成

し
、
こ
れ
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
る
と
数
家
族
一
団
と
な
っ

て
夜
逃
げ
し
た
こ
と
も
、
三
好
炭
鉱
で
あ
っ
た
と
聞
く
。

と
こ
ろ
で
筆
者
の
父
親
は
、
大
正
時
代
に
三
好
鉱
業
大

君
炭
坑
の
人
事
係
長
（
取
締
係
長
）
を
し
て
い
た
。
大
男

で
地
方
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ボ
ス
で
あ
っ
た
の
で
、
乞
わ
れ

る
ま
ま
に
人
事
係
長
に
な
っ
た
と
い
っ
て
い
た
が
、
年
を

と
っ
て
「
あ
ん
な
仕
事
は
す
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
も
ら

し
て
い
た
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
筆
者
は
子
供
の
こ
ろ
見

張
所
で
、
み
せ
し
め
の
現
場
を
再
三
み
て
き
た
の
で
、
こ

の
よ
う
な
悲
惨
な
状
態
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
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